


















習形態の 1つであるジグソー学習についてまとめる。第 3章では，実際に ICT機器を使用し
ている授業の分析やプロトコル作成を行い，具体的に ICT機器を使用することが子どもの学
習にどのような影響を与えるのかを考察する。第 4章では，本研究の総括として，理科授業に




平成 20 年 1 月の中央教育審議会答申を受け，平成 23年施行の学習指導要領では，情報教

















































平成 27年度 IT人材の最新動向と将来推計に関する調査結果にある。図 1.1は，2020年に










































ているのだと考える。図 1.3　小学校 4 ～ 6 年生のプログラミング教育実践例
図 1.2　小学校 1 年生のプログラミング教育実践例
116
1.3　教育の情報化に関する手引きから











また，手引きの第 3章の第 1節の 4項「授業での教員による ICT 活用の効果を高めるために」







手引きの第 3章の第 1節の 6項「教科指導で活用する ICT 機器」では，『教員が活用する 
ICT 機器を選定するに当たって，児童生徒にとって教員の発問，指示や説明がよりわかりやす
くなるかが重要な観点となる。それぞれの情報手段の特性を理解し，適切な活用を行うことが


































てきており 21.9％となっている。授業中に ICTを活用して指導する能力は平均で 73.5％，児
童の ICT活用を指導する能力は 66.2％となっている（文部科学省，2016）。
以上のことから，学習指導要領では，「情報活用能力（プログラミング教育を含む）」が重要











































































































































































































3.2.2　K 市立 K 高等学校附属中学校の研究授業の概要（S 教諭の指導案より）










































表 3.2　 K 市立 K 高等学校附属中学校の研究授業の分析構成
































































































































































































































3.2.4　K 市立 I 中学校の研究授業の概要　（K 教諭の指導案より）
（1）日時：平成 29年 2月 7日（火）6校時










































表 3.3　 K 市立 I 中学校の研究授業の分析構成
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